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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】薬液の注入量の精密な制御を可能とし、かつ、
薬液の無駄を抑制することが可能な薬液注入装置を提供
する。
【解決手段】薬液注入装置１は、中空シャフト１１と、
中空シャフトの先端に設けられた中空の針部１２と、中
空シャフト及び針部それぞれの内側に形成されて薬液を
収容するルーメンとを有するカテーテル１０と、ルーメ
ンに挿入されるワイヤ６０であって、ルーメンの基端か
ら先端側に向かって進めることで、ルーメン内の薬液を
針部の先端から吐出させるワイヤとを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬液注入装置であって、
　中空シャフトと、前記中空シャフトの先端に設けられた中空の針部と、前記中空シャフ
ト及び前記針部それぞれの内側に形成されて薬液を収容するルーメンと、を有するカテー
テルと、
　前記ルーメンに挿入されるワイヤであって、前記ルーメンの基端から先端側に向かって
進めることで、前記ルーメン内の薬液を前記針部の先端から吐出させるワイヤと、
を備える、薬液注入装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の薬液注入装置であって、
　前記ワイヤの外径は、先端から基端にかけて略一定である、薬液注入装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の薬液注入装置であって、さらに、
　前記カテーテルの基端部に接続され、前記ワイヤの基端側の一部分を収納するとともに
、前記ルーメン内において、前記ワイヤの前進及び後退を可能とする収納部を備える、薬
液注入装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の薬液注入装置であって、
　前記収納部は、前記ワイヤを前記ルーメン内で前進させることにより、前進した前記ワ
イヤの長さに応じた量の薬液を、前記針部の先端から吐出させる、薬液注入装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の薬液注入装置であって、
　前記収納部は、前記ルーメンへ前記ワイヤを送り出すことで前記ワイヤを前進させ、及
び前記ルーメンから前記ワイヤを巻き取ることで前記ワイヤを後退させる、薬液注入装置
。
【請求項６】
　請求項５に記載の薬液注入装置であって、
　前記収納部は、
　　前記ワイヤの基端側の一部分が巻回されたワイヤ巻回部と、
　　前記ワイヤ巻回部に接続されたハンドル部と、を備え、
　前記ワイヤ巻回部は、前記ハンドル部の回転量に応じた長さの前記ワイヤを送り出し、
及び巻き取る、薬液注入装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の薬液注入装置であって、
　前記収納部は、さらに、前記ワイヤ巻回部から送り出された前記ワイヤを、前記ルーメ
ンに向かって押し出すワイヤ押出部を備え、
　前記ワイヤ押出部は、前記ハンドル部の回転に応じて回転する第１及び第２のローラを
含んでおり、前記第１及び前記第２のローラによって前記ワイヤを挟持して押し出す、薬
液注入装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の薬液注入装置であって、
　同じ前記ハンドル部の回転量に対して、
　前記ワイヤ押出部が押し出そうとする前記ワイヤの長さは、前記ワイヤ巻回部が送り出
す前記ワイヤの長さよりも長い、薬液注入装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の薬液注入装置であって、
　前記収納部は、さらに、前記ワイヤ押出部と前記カテーテルの基端部との間に設けられ
、前記ルーメン内の薬液の前記収納部内への移動を規制する弁部材を備える、薬液注入装
置。
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【請求項１０】
　請求項６から請求項９のいずれか一項に記載の薬液注入装置であって、
　前記収納部は、前記ハンドル部の回転量に応じた量の薬液を、前記針部の先端から吐出
させる、薬液注入装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の薬液注入装置であって、
　前記カテーテルは、さらに、前記中空シャフトの基端部に接続され、前記ルーメンに連
通した、前記ルーメンに薬液を供給するための薬液供給口及び前記ルーメンに前記ワイヤ
を挿入するためのワイヤ挿入口を有するコネクタを備え、
　前記薬液供給口は前記ワイヤ挿入口よりも先端側に設けられている、薬液注入装置。
【請求項１２】
　請求項６から請求項１０のいずれか一項に記載の薬液注入装置であって、
　前記カテーテルは、さらに、前記中空シャフトの基端部に接続され、前記ルーメンに連
通した、前記ルーメンに薬液を供給するための薬液供給口及び前記ルーメンに前記ワイヤ
を挿入するためのワイヤ挿入口を有するコネクタを備え、
　前記薬液供給口は、前記ハンドル部の回転によって、前記ワイヤ巻回部に前記ワイヤが
最大限巻き取られた際の前記ワイヤの先端よりも、先端側に設けられている、薬液注入装
置。
【請求項１３】
　請求項１１または請求項１２に記載の薬液注入装置であって、
　前記コネクタは、さらに、
　　前記カテーテルの長手方向に延びる第１延伸部と、
　　前記第１延伸部の先端側において、前記第１延伸部の側面から前記第１延伸部とは異
なる方向に延びる第２延伸部と、
を備え、
　前記薬液供給口は、前記第２延伸部の先端部に形成され、前記ワイヤ挿入口は、前記第
１延伸部の基端部に形成されている、薬液注入装置。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１３のいずれか一項に記載の薬液注入装置であって、
　前記ルーメン及び前記ワイヤの横断面形状は、それぞれ略円形であり、
　前記ワイヤの外径は、前記ルーメンの内径の８０％以上である、薬液注入装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬液注入装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体管腔内に挿入可能なカテーテルを利用して、患者の体内に薬液を注入する装置が知
られている。例えば、特許文献１には、注入カテーテルと、注入カテーテルの基端に連結
されたハンドポンプを備える注入装置が開示されている。例えば、特許文献２には、延長
チューブと、延長チューブの基端に連結されたシリンジとを備え、シリンジに各種データ
が記録されているＲＦＩＤ(Radio Frequency Identification)チップが装着された薬液注
入装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００１－５１９２１２号公報
【特許文献２】国際公開第２００５／０８４７３２号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ここで、患者の体内に注入される薬液には、様々な用量が存在する。この点、特許文献
１及び特許文献２に記載の技術では、薬液の注入量の精密な制御ができないため、患者の
体内に微少の薬液を注入したいという要望には対応できないという課題があった。また、
特許文献１及び特許文献２に記載の技術では、使用後において、注入カテーテルや延長チ
ューブ内に薬液が残存するため、薬液の無駄が生じるという課題があった。さらに、特許
文献２に記載の技術では、薬液注入装置が大がかりになり、設置や設定が容易でないとい
う課題があった。
【０００５】
　本発明は、上述した課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、薬液
の注入量の精密な制御を可能とし、かつ、薬液の無駄を抑制することが可能な薬液注入装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態として実現することが可能である。
【０００７】
（１）本発明の一形態によれば、薬液注入装置が提供される。この薬液注入装置は、中空
シャフトと、前記中空シャフトの先端に設けられた中空の針部と、前記中空シャフト及び
前記針部それぞれの内側に形成されて薬液を収容するルーメンと、を有するカテーテルと
、前記ルーメンに挿入されるワイヤであって、前記ルーメンの基端から先端側に向かって
進めることで、前記ルーメン内の薬液を前記針部の先端から吐出させるワイヤと、を備え
る。
【０００８】
　この構成によれば、薬液注入装置は、薬液を収容するルーメンに挿入されるワイヤであ
って、ルーメンの基端から先端側に向かって進めることで、ルーメン内の薬液を針部の先
端から吐出させるワイヤを備えている。すなわち、本構成では、ルーメン内の薬液をワイ
ヤによって押し出すことで、針部の先端から吐出させる。このため、吐出させる薬液の量
をワイヤの体積分と同量にできるため、薬液の注入量の精密な制御ができる。また、本構
成では、ルーメン内の薬液をワイヤによって押し出すことで、ルーメン内の薬液を使い切
ることができる。このため、薬液の無駄を抑制できる。
【０００９】
（２）上記形態の薬液注入装置において、前記ワイヤの外径は、先端から基端にかけて略
一定であってもよい。
　この構成によれば、ワイヤの外径は先端から基端にかけて略一定であるため、ルーメン
内を進めるワイヤの長さに応じて、針部の先端から吐出させる薬液の量を容易に把握でき
る。
【００１０】
（３）上記形態の薬液注入装置では、さらに、前記カテーテルの基端部に接続され、前記
ワイヤの基端側の一部分を収納するとともに、前記ルーメン内において、前記ワイヤの前
進及び後退を可能とする収納部を備えていてもよい。
　この構成によれば、薬液注入装置は、カテーテルの基端部に接続され、ワイヤの基端側
の一部分を収納して、ルーメン内におけるワイヤの前進及び後退を可能とする収納部を備
える。このため、術者がワイヤに直接触れることなく、ワイヤを前進及び後退させること
ができる。
【００１１】
（４）上記形態の薬液注入装置において、前記収納部は、前記ワイヤを前記ルーメン内で
前進させることにより、前進した前記ワイヤの長さに応じた量の薬液を、前記針部の先端
から吐出させてもよい。
　この構成によれば、収納部は、前進したワイヤの長さに応じた量の薬液を針部の先端か
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ら吐出させる。このため、薬液の注入量の精密な制御ができると共に、薬液の無駄を抑制
できる。
【００１２】
（５）上記形態の薬液注入装置において、前記収納部は、前記ルーメンへ前記ワイヤを送
り出すことで前記ワイヤを前進させ、及び前記ルーメンから前記ワイヤを巻き取ることで
前記ワイヤを後退させてもよい。
　この構成によれば、収納部は、ルーメンへワイヤを送り出すことでワイヤを前進させ、
及びルーメンからワイヤを巻き取ることでワイヤを後退させるため、ワイヤの前進及び後
退を確実に実施できる。また、ワイヤを巻き取って収納するため、収納部を小型化できる
。
【００１３】
（６）上記形態の薬液注入装置において、前記収納部は、前記ワイヤの基端側の一部分が
巻回されたワイヤ巻回部と、前記ワイヤ巻回部に接続されたハンドル部と、を備え、前記
ワイヤ巻回部は、前記ハンドル部の回転量に応じた長さの前記ワイヤを送り出し、及び巻
き取ってもよい。
　この構成によれば、収納部は、ワイヤ巻回部に接続されたハンドル部を備えており、ワ
イヤ巻回部は、ハンドル部の回転量に応じた長さのワイヤを送り出し、及び巻き取る。こ
のため、術者は、ハンドル部を回転させることによって、ワイヤの送り出し及び巻き取り
を容易にできる。
【００１４】
（７）上記形態の薬液注入装置において、前記収納部は、さらに、前記ワイヤ巻回部から
送り出された前記ワイヤを、前記ルーメンに向かって押し出すワイヤ押出部を備え、前記
ワイヤ押出部は、前記ハンドル部の回転に応じて回転する第１及び第２のローラを含んで
おり、前記第１及び前記第２のローラによって前記ワイヤを挟持して押し出してもよい。
　この構成によれば、収納部は、ワイヤ巻回部から送り出されたワイヤを、ルーメンに向
かって押し出すワイヤ押出部を備えるため、ワイヤをルーメン内に確実に押し進めること
ができる。
【００１５】
（８）上記形態の薬液注入装置において、同じ前記ハンドル部の回転量に対して、前記ワ
イヤ押出部が押し出そうとする前記ワイヤの長さは、前記ワイヤ巻回部が送り出す前記ワ
イヤの長さよりも長くてもよい。
　この構成によれば、同じハンドル部の回転量に対して、ワイヤ押出部が押し出そうとす
るワイヤの長さは、ワイヤ巻回部が送り出すワイヤの長さよりも長いため、ワイヤをルー
メン内に確実に押し進めることができる。
【００１６】
（９）上記形態の薬液注入装置において、前記収納部は、さらに、前記ワイヤ押出部と前
記カテーテルの基端部との間に設けられ、前記ルーメン内の薬液の前記収納部内への移動
を規制する弁部材を備えていてもよい。
　この構成によれば、収納部は、ルーメン内の薬液の収納部内への移動を規制する弁部材
を備える。このため、ルーメン内の薬液が収納部内に進入することを抑制することができ
、収納部内を気密に維持できる。
【００１７】
（１０）上記形態の薬液注入装置において、前記収納部は、前記ハンドル部の回転量に応
じた量の薬液を、前記針部の先端から吐出させてもよい。
　この構成によれば、収納部は、ハンドル部の回転量に応じた量の薬液を針部の先端から
吐出させる。このため、ハンドル部の回転量によって容易に、針部の先端から吐出させる
薬液の量を制御できる。この結果、薬液の注入量の精密な制御ができると共に、薬液の無
駄を抑制できる。
【００１８】
（１１）上記形態の薬液注入装置において、前記カテーテルは、さらに、前記中空シャフ



(6) JP 2021-19705 A 2021.2.18

10

20

30

40

50

トの基端部に接続され、前記ルーメンに連通した、前記ルーメンに薬液を供給するための
薬液供給口及び前記ルーメンに前記ワイヤを挿入するためのワイヤ挿入口を有するコネク
タを備え、前記薬液供給口は前記ワイヤ挿入口よりも先端側に設けられてもよい。
　この構成によれば、カテーテルはさらにコネクタを備えているため、カテーテルにワイ
ヤを挿通させる際の利便性を向上できる。また、コネクタにおいて、薬液供給口はワイヤ
挿入口よりも先端側に設けられている。このため、ワイヤ挿通口にワイヤの先端部を挿入
したままの状態で、薬液供給口からの薬液の供給をワイヤにより阻害されることなく実施
できる。
【００１９】
（１２）上記形態の薬液注入装置において、前記カテーテルは、さらに、前記中空シャフ
トの基端部に接続され、前記ルーメンに連通した、前記ルーメンに薬液を供給するための
薬液供給口及び前記ルーメンに前記ワイヤを挿入するためのワイヤ挿入口を有するコネク
タを備え、前記薬液供給口は、前記ハンドル部の回転によって、前記ワイヤ巻回部に前記
ワイヤが最大限巻き取られた際の前記ワイヤの先端よりも、先端側に設けられていてもよ
い。
　この構成によれば、コネクタの薬液供給口は、ワイヤ巻回部にワイヤが最大限巻き取ら
れた際のワイヤの先端よりも、先端側に設けられている。このため、ハンドル部を回転さ
せて、収納部にワイヤを最大限巻き取った状態とした場合に、薬液供給口からの薬液の供
給をワイヤにより阻害されることなく実施できる。
【００２０】
（１３）上記形態の薬液注入装置において、前記コネクタは、さらに、前記カテーテルの
長手方向に延びる第１延伸部と、前記第１延伸部の先端側において、前記第１延伸部の側
面から延びる第２延伸部と、を備え、前記薬液供給口は、前記第２延伸部の先端部に形成
され、前記ワイヤ挿入口は、前記第１延伸部の基端部に形成されていてもよい。
　この構成によれば、コネクタにおいて、ワイヤ挿入口は第１延伸部の基端部に形成され
、薬液供給口は第１延伸部の先端側において第１延伸部の側面から延びる第２延伸部の先
端部に形成されている。このため、ワイヤ挿入口へのワイヤの挿入、及び、薬液供給口か
らの薬液の供給をスムーズに実施できる。
【００２１】
（１４）上記形態の薬液注入装置において、前記ルーメン及び前記ワイヤの横断面形状は
、それぞれ略円形であり、前記ワイヤの外径は、前記ルーメンの内径の８０％以上であっ
てもよい。
　この構成によれば、ルーメン及びワイヤの横断面形状はそれぞれ略円形であり、ワイヤ
の外径は、ルーメンの内径の８０％以上である。このため、ルーメン内におけるワイヤの
摺動性を維持しつつ、ルーメン内の薬液をワイヤによって押し出すことができる。
【００２２】
　なお、本発明は、種々の態様で実現することが可能であり、例えば、薬液注入装置、薬
液注入のためのカテーテル及びワイヤ、薬液注入のためのワイヤ及び収納部、薬液注入装
置を含むシステム、ワイヤ及び収納部を含むシステム、これらの装置及びシステムを製造
する方法などの形態で実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】第１実施形態の薬液注入装置の構成を例示した説明図である。
【図２】カテーテルの断面構成を例示した説明図である。
【図３】収納部の構成を例示した説明図である。
【図４】ワイヤ巻回部、歯車、及びワイヤ押出部の構成を例示した説明図である。
【図５】弁部材の構成を例示した説明図である。
【図６】ワイヤの構成を例示した説明図である。
【図７】ワイヤの前進及び薬液の吐出について説明する図である。
【図８】ワイヤの後退について説明する図である。
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【図９】第２実施形態の収納部の構成を例示した説明図である。
【図１０】第３実施形態の収納部の構成を例示した説明図である。
【図１１】第４実施形態の収納部の構成を例示した説明図である。
【図１２】第５実施形態のワイヤの構成を例示した説明図である。
【図１３】第６実施形態のワイヤの構成を例示した説明図である。
【図１４】第７実施形態の薬液注入装置の構成を例示した説明図である。
【図１５】第８実施形態の薬液注入装置の構成を例示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
＜第１実施形態＞
　図１は、第１実施形態の薬液注入装置１の構成を例示した説明図である。薬液注入装置
１は、生体管腔内に挿入可能なカテーテルを利用して、患者の体内に薬液を注入するため
に用いられる装置である。ここで、生体管腔とは、血管系、リンパ腺系、胆道系、尿路系
、気道系、消化器官系、分泌腺及び生殖器官といった種々の管腔を含む。薬液注入装置１
は、カテーテル１０と、収納部５０と、ワイヤ６０とを備えている。
【００２５】
　図１では、薬液注入装置１の中心を通る軸を軸線Ｏ（一点鎖線）で表す。図１の例では
、軸線Ｏは、カテーテル１０及び収納部５０の各中心を通る軸と一致している。しかし、
軸線Ｏは、カテーテル１０及び収納部５０の各中心軸と相違していてもよい。図１には、
相互に直交するＸＹＺ軸を図示する。Ｘ軸は薬液注入装置１の長さ方向に対応し、Ｙ軸は
薬液注入装置１の幅方向に対応し、Ｚ軸は薬液注入装置１の高さ方向に対応する。図１の
左側（－Ｘ軸方向）を薬液注入装置１及び各構成部材の「先端側」と呼び、図１の右側（
＋Ｘ軸方向）を薬液注入装置１及び各構成部材の「基端側」と呼ぶ。薬液注入装置１及び
各構成部材について、先端側に位置する端部を「先端」と呼び、先端及びその近傍を「先
端部」と呼ぶ。また、基端側に位置する端部を「基端」と呼び、基端及びその近傍を「基
端部」と呼ぶ。先端側は生体内部へ挿入され、基端側は医師等の術者により操作される。
これらの点は、図１以降においても共通する。
【００２６】
　図２は、カテーテル１０の断面構成を例示した説明図である。図２は、カテーテル１０
の先端側の一部分１ｐａ（図１：破線枠）の断面構成を表す。図２のＸＹＺ軸は、図１の
ＸＹＺ軸に対応している。カテーテル１０は、患者の生体管腔内に挿入され、患者の体内
の所望の位置まで薬液を運搬し、患者の体内の所望の位置に薬液を注入するために使用さ
れる。カテーテル１０は、中空シャフト１１と、針部１２と、コネクタ３０とを備えてい
る。
【００２７】
　中空シャフト１１は、軸線Ｏに沿って延びる長尺状の部材である。中空シャフト１１は
、先端部と基端部にそれぞれ開口が形成され、内側に両開口を連通する内腔が形成された
中空の略円筒形状である。なお、中空シャフト１１の肉厚部には、柔軟性、トルク伝達性
、押し込み性、耐キンク性、血管追従性、病変通過性、及びガイドワイヤの操作性のうち
の少なくとも一部を向上させるために、コイル体や編組体が埋設されていてもよい。また
、中空シャフト１１は、同一又は異なる材料により形成された複数の層により構成されて
いてもよい。
【００２８】
　針部１２は、先端部１２ｄと基端部１２ｐにそれぞれ開口が形成され、内側に両開口を
連通する内腔が形成された中空針である（図２）。針部１２は、先端部１２ｄに鋭利な針
先が形成されており、基端部１２ｐは中空シャフト１１の先端部１１ｄに接合されている
。針部１２の接合は、エポキシ系接着剤などの任意の接合剤により実施できる。ここで、
針部１２は、針部１２の内腔と中空シャフト１１の内腔とを連通させた状態で、中空シャ
フト１１に接合されており、針部１２の内腔と中空シャフト１１の内腔とは、共に略一定
の内径Φ１を有している。針部１２の内腔と中空シャフト１１の内腔とは、薬液を収容す
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るルーメン１０Ｌを構成する。ルーメン１０Ｌの横断面形状は、略円形状である。
【００２９】
　コネクタ３０は、中空シャフト１１の基端部に接続されており、カテーテル１０への薬
液の供給、及びカテーテル１０へのワイヤの挿入のために使用される。コネクタ３０は、
第１延伸部３１と、羽根部３２と、第２延伸部３３とを備えている。
【００３０】
　第１延伸部３１は、中空シャフト１１の基端部に接続され、軸線Ｏに沿って延びる略円
筒形状の部材である。第１延伸部３１の内部には、軸線Ｏに沿って延びる内腔が形成され
ている。図１の例では、上述した針部１２の内腔と中空シャフト１１の内腔に加えてさら
に、第１延伸部３１の内腔も、ルーメン１０Ｌを構成している。第１延伸部３１の基端部
には、ルーメン１０Ｌと外部とを連通するワイヤ挿入口３１ｏが形成されている。第２延
伸部３３は、第１延伸部３１の先端側において、第１延伸部３１の側面から、第１延伸部
３４とは異なる方向に延びる略円筒形状の部材である。第２延伸部３３の内部には、ルー
メン１０Ｌと連通した内腔が形成されている。第２延伸部３３の先端部には、ルーメン１
０Ｌと第２延伸部３３の内腔とを連通する薬液供給口３３ｏが形成されている。
【００３１】
　図１に示すように、本実施形態のカテーテル１０において、薬液供給口３３ｏの位置Ｐ
１は、ワイヤ挿入口３１ｏの位置Ｐ２よりも先端側とされている。また、薬液供給口３３
ｏの位置Ｐ１は、後述する収納部５０のワイヤ巻回部５３に、ワイヤ６０を最大限巻き取
った際のワイヤ６０の先端の位置Ｐ３よりも先端側とされている。羽根部３２は、第１延
伸部３１の基端側において、第１延伸部３４の側面から±Ｙ軸方向へと伸びた２枚の羽根
状部材である。羽根部３２は、術者がコネクタ３０を把持する際に使用される。なお、コ
ネクタ３０を構成する第１延伸部３１と、羽根部３２と、第２延伸部３３とのうちの少な
くとも一部分の部材は、一体的に構成されてもよい。
【００３２】
　中空シャフト１１は、抗血栓性、可撓性、生体適合性を有することが好ましく、樹脂材
料や金属材料で形成できる。樹脂材料としては、例えば、ポリアミド樹脂、ポリオレフィ
ン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、シリコン樹脂、フッ素樹脂等を採用でき
る。金属材料としては、例えば、ＳＵＳ３０４等のステンレス鋼、ＮｉＴｉ合金、コバル
トクロム合金等を採用できる。針部１２は、抗血栓性及び生体適合性を有することが好ま
しく、例えば、ＳＵＳ３０４等のステンレス鋼、ＮｉＴｉ合金、コバルトクロム合金等の
金属材料で形成できる。コネクタ３０は、樹脂材料、例えば、ポリウレタン、ポリプロピ
レン、硬質ポリ塩化ビニル等により形成できる。
【００３３】
　図３は、収納部５０の構成を例示した説明図である。収納部５０は、ワイヤ６０の基端
側の一部分を収納しており、カテーテル１０のルーメン１０Ｌへのワイヤ６０の前進、及
び、ルーメン１０Ｌからのワイヤ６０の後退を実現するために使用される。収納部５０は
、筐体５１と、ハンドル部５２と、ワイヤ巻回部５３と、歯車５４と、ワイヤ押出部５５
と、弁部材５６とを備えている。
【００３４】
　筐体５１は、ワイヤ巻回部５３、歯車５４、ワイヤ押出部５５、及び弁部材５６を内側
（内部）に収容したケースである。なお、図１及び図３では、図示の便宜上、筐体５１を
透明な部材として輪郭のみを表し、筐体５１に収容されている各部材を実線で表している
。ハンドル部５２は、筐体５１の外側に設けられ、回転軸Ｏ１を中心として矢印で表す第
１の方向Ｄ１と、第２の方向Ｄ２とに、それぞれ回転させることが可能な持ち手である。
ハンドル部５２の回転軸Ｏ１は、筐体５１の内側に延伸し、歯車５４（後述する第１歯車
５４１）に接続されている。回転軸Ｏ１によって、ハンドル部５２に加えられた回転力が
歯車５４に伝達される。
【００３５】
　図４は、ワイヤ巻回部５３、歯車５４、及びワイヤ押出部５５の構成を例示した説明図
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である。図４の上段には、図３のＡ方向から見たワイヤ巻回部５３、歯車５４、ワイヤ押
出部５５、及びワイヤ６０について表している。図４の下段（破線枠内）には、図４のＣ
方向から見た回転軸Ｏ１、ワイヤ巻回部５３、及び第１歯車５４１について表している。
図５は、弁部材５６の構成を例示した説明図である。図５では、図３のＢ方向から見た筐
体５１、弁部材５６、及びワイヤ６０について表している。なお、図４及び図５のＸＹＺ
軸は、図１のＸＹＺ軸にそれぞれ対応している。
【００３６】
　歯車５４は、第１歯車５４１と、第２歯車５４２と、第３歯車５４３とを備えている。
図４に示すように、第１歯車５４１は凸形状の歯車であり、外歯５４１ａと、内歯５４１
ｂとを有している。同様に、第３歯車５４３は凸形状の歯車であり、外歯５４３ａと、内
歯５４３ｂとを有している。第１歯車５４１は、回転軸Ｏ１を介してハンドル部５２に接
続されている。第２歯車５４２は、第１歯車５４１の外歯５４１ａと、第３歯車５４３の
外歯５４３ａとにそれぞれ噛み合っており、ハンドル部５２から第１歯車５４１に伝達さ
れた回転力を、第３歯車５４３に伝達する。第１歯車５４１の外歯５４１ａの基準円直径
Ｌ１１は、第３歯車５４３の外歯５４３ａの基準円直径Ｌ３１よりも大きい（図４）。換
言すれば、第１歯車５４１の外歯５４１ａの歯数は、第３歯車５４３の外歯５４３ａの歯
数よりも多い。なお、本実施形態において、歯車の基準円直径とは、歯先円直径と、歯底
円直径との平均を意味する。
【００３７】
　ワイヤ巻回部５３は、第１歯車５４１の内歯５４１ｂに嵌め込まれた略円筒形状の部材
であり、第１歯車５４１の回転に応じて回転する（図４下段）。ワイヤ巻回部５３の外径
はＬ１２である（図４）。ワイヤ巻回部５３には、ワイヤ６０の基端側の一部分が予め巻
回されている。なお、ワイヤ６０の基端部は、ワイヤ巻回部５３に固定されていてもよく
、固定されていなくてもよい。また、ワイヤ巻回部５３と第１歯車５４１とは、一体的に
形成されていてもよい。
【００３８】
　ワイヤ押出部５５は、第１ローラ５５１と、第２ローラ５５２とを備えている。第１ロ
ーラ５５１は、第３歯車５４３の内歯５４３ｂに嵌め込まれた略円筒形状の部材であり、
第３歯車５４３の回転に応じて回転する。第１ローラ５５１の外径はＬ３２である（図４
）。第１ローラ５５１の側面は、被覆部５９によって被覆されている。なお、第１ローラ
５５１と第３歯車５４３とは、一体的に形成されていてもよい。第２ローラ５５２は、第
１ローラ５５１に隣接して設けられた略円筒形状又は略円柱形状の部材であり、第１ロー
ラ５５１の回転に応じて回転する。第２ローラ５５２の側面は、第１ローラ５５１と同様
に被覆部５９によって被覆されている。
【００３９】
　ワイヤ６０は、基端側の一部分がワイヤ巻回部５３に巻回されており、先端側の一部分
が筐体５１の開口５１ｏを通過して外部に露出している。また、ワイヤ６０は、ワイヤ巻
回部５３と開口５１ｏとの間において、第１ローラ５５１と第２ローラ５５２とに挟持さ
れている。ワイヤ６０は、ワイヤ押出部５５と開口５１ｏとの間において、弁部材５６に
よって周囲を取り囲まれている（図５）。弁部材５６は、ワイヤ押出部５５と開口５１ｏ
との間に設けられ、収納部５０内への薬液の移動を規制するための部材である。
【００４０】
　筐体５１、ハンドル部５２、ワイヤ巻回部５３、歯車５４、及びワイヤ押出部５５は、
樹脂材料、例えば、ポリウレタン、ポリプロピレン、硬質ポリ塩化ビニル等により形成で
きる。なお、筐体５１、ハンドル部５２、ワイヤ巻回部５３、歯車５４、及びワイヤ押出
部５５は、同一の材料により形成されていてもよく、少なくとも一部が異なる材料により
形成されていてもよい。弁部材５６、及びワイヤ押出部５５の被覆部５９は、例えば、シ
リコンゴム、ウレタンゴム等の弾性体により形成できる。
【００４１】
　このような構成を有することにより、収納部５０は、カテーテル１０のルーメン１０Ｌ
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内における、ワイヤ６０の前進及び後退を可能とする。具体的には、図３に示すように、
収納部５０のハンドル部５２を第１の方向Ｄ１に回転させた際、ハンドル部５２に加えら
れた回転力は、回転軸Ｏ１を通じて、第１歯車５４１及びワイヤ巻回部５３に伝達される
。これにより、ワイヤ巻回部５３が第１の方向Ｄ１に回転し、ハンドル部５２の回転量に
応じた長さのワイヤ６０が、ルーメン１０Ｌに向けて送り出される（ルーメン１０Ｌ内に
おいてワイヤ６０が前進する）。また、収納部５０のハンドル部５２を第２の方向Ｄ２に
回転させた際、同様に、ワイヤ巻回部５３が第２の方向Ｄ２に回転し、ハンドル部５２の
回転量に応じた長さのワイヤ６０が、ルーメン１０Ｌから巻き取られる（ルーメン１０Ｌ
内においてワイヤ６０が後退する）。
【００４２】
　また、ハンドル部５２の回転に伴う第１歯車５４１の回転は、第２歯車５４２を通じて
第３歯車５４３に伝達される。これにより、第１ローラ５５１と第２ローラ５５２とが回
転し、第１ローラ５５１及び第２ローラ５５２によって挟持されたワイヤ６０が、ルーメ
ン１０Ｌに向けて押し出される。ここで、図４に示すように、第３歯車５４３の基準円直
径Ｌ３１と、第１ローラ５５１の外径Ｌ３２との比（Ｌ３１／Ｌ３２）は、第１歯車５４
１の基準円直径Ｌ１１と、ワイヤ巻回部５３の外径Ｌ１２との比（Ｌ１１／Ｌ１２）より
も小さい。このため、同じハンドル部５２の回転量に対して、第１ローラ５５１及び第２
ローラ５５２が押し出そうとするワイヤ６０の長さは、ワイヤ巻回部５３が送り出すワイ
ヤ６０の長さよりも長くなる。換言すれば、第１ローラ５５１及び第２ローラ５５２は、
ワイヤ６０を挟持した状態で、空転を交えつつ、ワイヤ６０をルーメン１０Ｌの方向へ押
し出す。
【００４３】
　さらに、第１ローラ５５１及び第２ローラ５５２の側面（ワイヤ６０を挟持した面）は
、弾性体により形成された被覆部５９により被覆されているため、第１ローラ５５１及び
第２ローラ５５２は、ワイヤ６０を挟持して、摩擦力によって、ワイヤ６０をルーメン１
０Ｌの方向へ押し出すことができる。
【００４４】
　図６は、ワイヤ６０の構成を例示した説明図である。ワイヤ６０は、コアシャフト６１
と、被覆部６５とを備えている。コアシャフト６１は、軸線Ｏに沿って延びる長尺状の部
材であり、先端から基端にかけて略一定の外径を有している。コアシャフト６１の横断面
形状は、略円形状である。被覆部６５は、コアシャフト６１の表面に施されたコーティン
グ層である。ワイヤ６０の横断面形状は、コアシャフト６１と同様に略円形状となる。コ
アシャフト６１は、抗血栓性、可撓性、生体適合性を有することが好ましく、例えば、Ｓ
ＵＳ３０４等のステンレス鋼、ＮｉＴｉ合金等の金属材料により形成できる。被覆部６５
は、ＰＴＦＥ（ポリテトラフルオロエチレン）、ナイロン、及びウレタン系の樹脂により
形成できる。本実施形態のワイヤ６０は、先端から基端にかけて略一定の外径Φ２を有し
ている。ワイヤ６０の外径Φ２は、カテーテル１０のルーメン１０Ｌの内径Φ１（図２）
の８０％以上である。
【００４５】
　図７は、ワイヤ６０の前進及び薬液の吐出について説明する図である。図８は、ワイヤ
６０の後退について説明する図である。図７及び図８では、上段に収納部５０を図示し、
下段にカテーテル１０の先端側の一部分を図示する。図１、図７、及び図８を用いて、薬
液注入装置１の使用方法について説明する。
【００４６】
　内視鏡を用いて薬液注入装置１を使用する場合、術者は、内視鏡にカテーテル１０を挿
入し、カテーテル１０の針部１２を、患者の体内の目的位置（薬液を投与しようとする位
置）まで移動させる。その後、術者は、カテーテル１０のワイヤ挿入口３１ｏに対して、
収納部５０を取り付ける（図１）。この時、収納部５０の開口５１ｏから突出しているワ
イヤ６０の先端部を、カテーテル１０のルーメン１０Ｌに挿入した状態で、収納部５０を
取り付ける。その後、術者は、カテーテル１０の薬液供給口３３ｏから、薬液を供給する
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。例えば、第２延伸部３３の基端部に対して、薬液が収容されたシリンジを取り付け、シ
リンジから薬液を供給する。第２延伸部３３を介して、薬液供給口３３ｏから供給された
薬液は、カテーテル１０のルーメン１０Ｌ内に充填される。その後、術者は、患者の体内
の目的位置を針部１２で穿刺する。
【００４７】
　なお、内視鏡を用いずに薬液注入装置１を使用する場合、術者は、カテーテル１０に収
納部５０を取り付け、カテーテル１０のルーメン１０Ｌ内に予め薬液を充填した状態で、
カテーテル１０を患者の生体管腔内に挿入する。その後、術者は、カテーテル１０の針部
１２を、患者の体内の目的位置まで移動させ、目的位置を針部１２で穿刺する。
【００４８】
　目的位置を針部１２で穿刺した後、図７の上段に示すように、術者は、収納部５０のハ
ンドル部５２を、第１の方向Ｄ１に回転させる。すると、ハンドル部５２の回転に伴って
、第１歯車５４１及びワイヤ巻回部５３が第１の方向Ｄ１に回転し、ワイヤ６０がカテー
テル１０のルーメン１０Ｌに送り出される（すなわち、ワイヤ６０が前進する）。すると
、図７の下段に示すように、カテーテル１０のルーメン１０Ｌに充填された薬液ＤＳが、
前進したワイヤ６０により押し出されて、前進したワイヤ６０の体積分の薬液ＤＳが、針
部１２の先端から吐出される。すなわち、ハンドル部５２の回転量に応じた量の薬液ＤＳ
が、針部１２の先端から吐出される。なお、第１歯車５４１の回転に伴って、第２歯車５
４２が第１の方向Ｄ１とは逆方向に回転し、第３歯車５４３及び第１ローラ５５１が第１
の方向Ｄ１に回転し、第２ローラ５５２が第１の方向Ｄ１とは逆方向に回転する。これに
より、ワイヤ６０がカテーテル１０のルーメン１０Ｌに押し出される。
【００４９】
　薬液ＤＳを患者の体内の目的位置に注入後、図８の上段に示すように、術者は、収納部
５０のハンドル部５２を、第２の方向Ｄ２に回転させる。すると、ハンドル部５２の回転
に伴って、第１歯車５４１及びワイヤ巻回部５３が第２の方向Ｄ２に回転し、ワイヤ６０
がカテーテル１０のルーメン１０Ｌから巻き取られる（すなわち、ワイヤ６０が後退する
）。なお、第１歯車５４１の回転に伴って、第２歯車５４２が第２の方向Ｄ２とは逆方向
に回転し、第３歯車５４３及び第１ローラ５５１が第２の方向Ｄ２に回転し、第２ローラ
５５２が第２の方向Ｄ２とは逆方向に回転する。
【００５０】
　例えば、患者に対して、カテーテル１０のルーメン１０Ｌに一度に収容可能な量より多
くの薬液ＤＳを投与する場合を想定する。この場合、術者は、ハンドル部５２を第２の方
向Ｄ２に回転させ続け、ワイヤ６０を最大限巻き取る（図１）。その後、術者は、薬液供
給口３３ｏから、再びカテーテル１０のルーメン１０Ｌ内に薬液ＤＳを充填して、図７及
び図８で説明した操作を繰り返せばよい。
【００５１】
　以上のように、第１実施形態の薬液注入装置１によれば、薬液ＤＳを収容するルーメン
１０Ｌに挿入されるワイヤ６０であって、ルーメン１０Ｌの基端から先端側に向かって（
－Ｘ軸方向に向かって）進めることで、ルーメン１０Ｌ内の薬液ＤＳを針部１２の先端か
ら吐出させるワイヤ６０を備えている。すなわち、第１実施形態の薬液注入装置１では、
ルーメン１０Ｌ内の薬液ＤＳをワイヤ６０によって押し出すことで、針部１２の先端から
吐出させる（図７）。このため、吐出させる薬液ＤＳの量をワイヤ６０の体積分と同量に
できるため、薬液ＤＳの注入量の精密な制御ができる。このため、例えば、体内の複数箇
所にそれぞれ微少な量の薬液ＤＳを注入したい、といった場合にも対応することができる
。また、第１実施形態の薬液注入装置１では、ルーメン１０Ｌ内の薬液ＤＳをワイヤ６０
によって押し出すことで、ルーメン１０Ｌ内の薬液ＤＳを使い切ることができる。このた
め、薬液ＤＳの無駄を抑制できる。
【００５２】
　また、第１実施形態の薬液注入装置１において、ワイヤ６０の外径Φ２は先端から基端
にかけて略一定である（図６）。このため、ルーメン１０Ｌ内を進めるワイヤ６０の長さ
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に応じて、針部１２の先端から吐出させる薬液ＤＳの量を容易に把握できる。
【００５３】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１は、カテーテル１０の基端部に接続され、ワイ
ヤ６０の基端側の一部分を収納して、ルーメン１０Ｌ内におけるワイヤ６０の前進及び後
退を可能とする収納部５０を備える（図１、図５）。このため、術者がワイヤ６０に直接
触れることなく、ワイヤ６０を前進及び後退させることができる。また、収納部５０は、
ルーメン１０Ｌへワイヤ６０を送り出すことでワイヤ６０を前進させ、及びルーメン１０
Ｌからワイヤ６０を巻き取ることでワイヤ６０を後退させる。このため、ワイヤ６０の前
進及び後退を確実に実施できる。また、ワイヤ６０を巻き取って収納するため、収納部５
０を小型化できる。
【００５４】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１において、収納部５０は、ワイヤ巻回部５３に
接続されたハンドル部５２を備えており、ワイヤ巻回部５３は、ハンドル部５２の回転量
に応じた長さのワイヤ６０を送り出し、及び巻き取る（図３）。このため、術者は、ハン
ドル部５２を回転させることによって、ワイヤ６０の送り出し及び巻き取りを容易にでき
る。また、収納部５０は、ハンドル部５２の回転量に応じた量の薬液ＤＳを針部１２の先
端から吐出させる（図７）。このため、ハンドル部５２の回転量によって容易に、針部１
２の先端から吐出させる薬液ＤＳの量を制御できる。この結果、薬液ＤＳの注入量の精密
な制御ができると共に、薬液ＤＳの無駄を抑制できる。
【００５５】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１において、収納部５０は、ワイヤ巻回部５３か
ら送り出されたワイヤ６０を、ルーメン１０Ｌに向かって押し出すワイヤ押出部５５（第
１ローラ５５１、第２ローラ５５２）を備える（図３）。このため、ワイヤ６０をルーメ
ン１０Ｌ内に確実に押し進めることができる。具体的には、同じハンドル部５２の回転量
に対して、ワイヤ押出部５５が押し出そうとするワイヤ６０の長さは、ワイヤ巻回部５３
が送り出すワイヤ６０の長さよりも長い（図３、図４）。このため、ワイヤ６０をルーメ
ン１０Ｌ内に確実に押し進めることができる。
【００５６】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１において、収納部５０は、ルーメン１０Ｌ内の
薬液ＤＳの収納部５０内への移動を規制する弁部材５６を備える。このため、カテーテル
１０に薬液ＤＳを充填した際、ルーメン１０Ｌ内の薬液ＤＳが収納部５０内（具体的には
、筐体５１の内側）に進入することを抑制することができ、収納部５０内を気密に維持で
きる。
【００５７】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１において、カテーテル１０のルーメン１０Ｌと
、ワイヤ６０との横断面形状は、それぞれ略円形であり、ワイヤ６０の外径Φ２は、ルー
メン１０Ｌの内径Φ１の８０％以上である（図２、図５、図６）。このため、ルーメン１
０Ｌ内におけるワイヤ６０の摺動性を維持しつつ、ルーメン１０Ｌ内の薬液ＤＳをワイヤ
６０によって押し出すことができる。また、第１実施形態のワイヤ６０は、被覆部６５を
備えるため、ワイヤ６０の表面に薬液ＤＳが残存することを抑制できる。
【００５８】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１において、カテーテル１０は、さらにコネクタ
３０を備えている（図１）。このため、カテーテル１０にワイヤ６０を挿通させる際の利
便性を向上できる。また、コネクタ３０において、薬液供給口３３ｏはワイヤ挿入口３１
ｏよりも先端側に設けられている（図１：位置Ｐ１，Ｐ２）。このため、ワイヤ挿入口３
１ｏにワイヤ６０の先端部を挿入したままの状態で、薬液供給口３３ｏからの薬液ＤＳの
供給を、ワイヤ６０により阻害されることなく実施できる。また、コネクタ３０の薬液供
給口３３ｏは、ワイヤ巻回部５３にワイヤ６０が最大限巻き取られた際のワイヤ６０の先
端よりも、先端側に設けられている（図１：位置Ｐ１，Ｐ３）。このため、ハンドル部５
２を回転させて、収納部５０にワイヤ６０を最大限巻き取った状態とした場合に、薬液供
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給口３３ｏからの薬液ＤＳの供給を、ワイヤ６０により阻害されることなく実施できる。
【００５９】
　さらに、第１実施形態の薬液注入装置１では、コネクタ３０において、ワイヤ挿入口３
１ｏは第１延伸部３１の基端部に形成され、薬液供給口３３ｏは第１延伸部３１とは異な
る方向に延びる第２延伸部３３の先端部に形成されている（図１）。このため、ワイヤ挿
入口３１ｏに取り付けられる収納部５０と、薬液供給口３３ｏに取り付けられるシリンジ
とが干渉することなく（互いの邪魔をすることがなく）、収納部５０とシリンジを装着す
ることができる。すなわち、第１実施形態の薬液注入装置１では、ワイヤ挿入口３１ｏへ
のワイヤ６０の挿入、及び、薬液供給口３３ｏからの薬液ＤＳの供給をスムーズに実施で
きる。
【００６０】
＜第２実施形態＞
　図９は、第２実施形態の収納部５０Ａの構成を例示した説明図である。第２実施形態の
薬液注入装置１Ａは、第１実施形態で説明した収納部５０に代えて、収納部５０Ａを備え
ている。収納部５０Ａは、第１実施形態で説明したワイヤ押出部５５（第１ローラ５５１
、第２ローラ５５２）、第２歯車５４２、及び第３歯車５４３を備えていない。このよう
に、収納部５０Ａの構成は種々の変更が可能であり、ワイヤ押出部５５と、ワイヤ押出部
５５に回転力を伝達するための第２歯車５４２及び第３歯車５４３とは省略されてもよい
。このような第２実施形態の収納部５０Ａによっても、ワイヤ巻回部５３は、ルーメン１
０Ｌへワイヤ６０を送り出すことでワイヤ６０を前進させ、ルーメン１０Ｌからワイヤ６
０を巻き取ることでワイヤ６０を後退させることができる。すなわち、このような第２実
施形態の収納部５０Ａを用いた薬液注入装置１Ａによっても、第１実施形態と同様の効果
を奏することができる。
【００６１】
＜第３実施形態＞
　図１０は、第３実施形態の収納部５０Ｂの構成を例示した説明図である。第３実施形態
の薬液注入装置１Ｂは、第１実施形態で説明した収納部５０に代えて、収納部５０Ｂを備
えている。収納部５０Ｂは、第１実施形態で説明した構成に加えてさらに、第３ローラ５
７１と、第４ローラ５７２とを備えている。第３ローラ５７１及び第４ローラ５７２は、
共に、略円筒形状又は略円柱形状の部材である。第３ローラ５７１及び第４ローラ５７２
の各側面は、共に、第１実施形態の第１ローラ５５１と同様に、被覆部５９によって被覆
されている。第３ローラ５７１及び第４ローラ５７２は、ワイヤ押出部５５と弁部材５６
（開口５１ｏ）との間に配置されており、ワイヤ押出部５５よりも先端側において、ワイ
ヤ６０を挟持している。第３ローラ５７１及び第４ローラ５７２は、ワイヤ押出部５５の
回転に応じて回転する。
【００６２】
　このように、収納部５０Ｂの構成は種々の変更が可能であり、例えば、第３ローラ５７
１及び第４ローラ５７２のように、第１実施形態で説明しない更なる構成を備えていても
よい。このような第３実施形態の収納部５０Ｂを用いた薬液注入装置１Ｂによっても、第
１実施形態と同様の効果を奏することができる。また、第３実施形態の収納部５０Ｂによ
れば、第３ローラ５７１及び第４ローラ５７２を備えることにより、ワイヤ６０をより強
い力でルーメン１０Ｌに向けて押し出すことができる。
【００６３】
＜第４実施形態＞
　図１１は、第４実施形態の収納部５０Ｃの構成を例示した説明図である。第４実施形態
の薬液注入装置１Ｃは、第１実施形態で説明した収納部５０に代えて、収納部５０Ｃを備
えている。収納部５０Ｃは、ハンドル部５２に代えてハンドル部５２Ｃを備えると共に、
第１実施形態で説明した弁部材５６を備えていない。ハンドル部５２Ｃは、持ち手の形状
が第１実施形態とは異なる。このように、収納部５０Ｃの構成は種々の変更が可能であり
、例えば、ハンドル部５２Ｃのほか、筐体５１、歯車５４、ワイヤ押出部５５等、構成要
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素の少なくとも一部分の形状が変更されてもよい。また、例えば、弁部材５６のように、
第１実施形態で説明した構成の一部分が省略されてもよい。このような第４実施形態の収
納部５０Ｃを用いた薬液注入装置１Ｃによっても、第１実施形態と同様の効果を奏するこ
とができる。
【００６４】
＜第５実施形態＞
　図１２は、第５実施形態のワイヤ６０Ｄの構成を例示した説明図である。第５実施形態
の薬液注入装置１Ｄは、第１実施形態で説明したワイヤ６０に代えて、ワイヤ６０Ｄを備
えている。ワイヤ６０Ｄは、コアシャフト６１Ｄと、コイル体６２と、先端接合部６３と
、基端接合部６４と、被覆部６５Ｄとを備えている。
【００６５】
　コアシャフト６１Ｄは、第１細径部６１１と、第１テーパ部６１２と、第２細径部６１
３と、第２テーパ部６１４と、太径部６１５とを備えている。第１細径部６１１は、コア
シャフト６１Ｄの外径が最小の部分であり、コアシャフト６１Ｄの先端に配置されている
。第１テーパ部６１２は、先端側から基端側に向かって外径が拡径した部分であり、第１
細径部６１１と第２細径部６１３との間に配置されている。第２細径部６１３は、第１細
径部６１１より僅かに太径とされた部分であり、第１テーパ部６１２と第２テーパ部６１
４との間に配置されている。第２テーパ部６１４は、先端側から基端側に向かって外径が
拡径した部分であり、第２細径部６１３と太径部６１５との間に配置されている。太径部
６１５は、コアシャフト６１Ｄの外径が最大の部分であり、コアシャフト６１Ｄの基端側
に配置されている。
【００６６】
　コイル体６２は、コアシャフト６１Ｄの細径部（具体的には、第１細径部６１１、第１
テーパ部６１２、及び第２細径部６１３）に素線を螺旋状に巻回することで形成されてい
る。コイル体６２は、１本の素線を単条に巻回して形成される単条コイルであってもよく
、複数本の素線を多条に巻回して形成される多条コイルであってもよく、複数本の素線を
撚り合せた撚線を単条に巻回して形成される単条撚線コイルであってもよく、複数本の素
線を撚り合せた撚線を複数用い、各撚線を多条に巻回して形成される多条撚線コイルであ
ってもよい。
【００６７】
　先端接合部６３は、ワイヤ６０Ｄの先端部に設けられており、第１細径部６１１の先端
部と、コイル体６２の先端部とを一体的に保持している。基端接合部６４は、第２細径部
６１３の基端部と、コイル体６２の基端部とを一体的に保持している。被覆部６５Ｄは、
コアシャフト６１Ｄ、コイル体６２、先端接合部６３、及び基端接合部６４の外側を被覆
した樹脂層である。被覆部６５Ｄは、ワイヤ６０Ｄの外径が、先端から基端にかけて略一
定の外径Φ２１となるような厚さで、各部を被覆している。
【００６８】
　コアシャフト６１Ｄは、第１実施形態のコアシャフト６１と同様の材料により形成でき
る。コイル体６２は、ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６等のステンレス合金、ＮｉＴｉ合金等
の超弾性合金、ピアノ線、ニッケル－クロム系合金、コバルト合金等の放射線透過性合金
、金、白金、タングステン、これらの元素を含む合金（例えば、白金－ニッケル合金）等
の放射線不透過性合金、上記以外の公知の材料によって形成できる。先端接合部６３及び
基端接合部６４は、任意の接合剤、例えば、銀ロウ、金ロウ、亜鉛、Ｓｎ－Ａｇ合金、Ａ
ｕ－Ｓｎ合金等の金属はんだや、エポキシ系接着剤などの接着剤によって形成できる。被
覆部６５Ｄは、第１実施形態の被覆部６５と同様の材料により形成できる。
【００６９】
　このように、ワイヤ６０Ｄの構成は種々の変更が可能であり、コアシャフト６１Ｄの先
端側に細径部（例えば、第１細径部６１１、第１テーパ部６１２、及び第２細径部６１３
）を形成し、細径部をコイル体６２で覆った構成としてもよい。このような第５実施形態
のワイヤ６０Ｄを用いた薬液注入装置１Ｄによっても、第１実施形態と同様の効果を奏す
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ることができる。さらに、第５実施形態のワイヤ６０Ｄを用いれば、ワイヤ６０Ｄの先端
部を柔軟にできるため、薬液注入装置１Ｄの安全性を向上することができる。
【００７０】
＜第６実施形態＞
　図１３は、第６実施形態のワイヤ６０Ｅの構成を例示した説明図である。第６実施形態
の薬液注入装置１Ｅは、第１実施形態で説明したワイヤ６０に代えて、ワイヤ６０Ｅを備
えている。ワイヤ６０Ｅは、コアシャフト６６と、複数の肉厚部６７１～６７３を備えて
いる。コアシャフト６６は、軸線Ｏに沿って延びる長尺状かつ中実の部材である。
【００７１】
　肉厚部６７１～６７３は、それぞれ、コアシャフト６６の外径よりも大きな外径を有す
る部材であり、コアシャフト６６の表面の一部分を覆っている。肉厚部６７１～６７３は
、それぞれ、略円形状の横断面を有し、略同一の外径Φ２２を有している。肉厚部６７１
～６７３は、互いに離間した状態でコアシャフト６６に接合されている。接合には、エポ
キシ系接着剤などの任意の接合剤を利用できる。なお、図１３では、３つの肉厚部６７１
～６７３を例示したが、ワイヤ６０Ｅには任意の数の肉厚部６７１～６７３が形成されて
よい。また、肉厚部６７１～６７３の軸線Ｏ方向の長さ、及び形状については任意に決定
できる。隣接する肉厚部同士の距離（換言すれば、肉厚部６７１～６７３の離間長さ）に
ついても任意に決定できる。なお、肉厚部６７１～６７３は、コアシャフト６６に対して
素線を螺旋状に巻回することで形成されたコイル体と、コイル体の表面を覆う樹脂体とに
より形成されてもよい。
【００７２】
　このように、ワイヤ６０Ｅの構成は種々の変更が可能であり、複数の肉厚部６７１～６
７３を備えるワイヤ６０Ｅとしてもよい。このような第６実施形態のワイヤ６０Ｅを用い
た薬液注入装置１Ｅによっても、第１実施形態と同様の効果を奏することができる。さら
に、第６実施形態のワイヤ６０Ｅを用いれば、１つの肉厚部６７１をルーメン１０Ｌに前
進させることに伴って、針部１２から吐出される薬液ＤＳの量を容易に把握できる。この
ため、第６実施形態のワイヤ６０Ｅを用いれば、ルーメン１０Ｌに前進させる肉厚部６７
１～６７３の個数によって、針部１２から吐出される薬液ＤＳの量を容易に制御できる。
【００７３】
＜第７実施形態＞
　図１４は、第７実施形態の薬液注入装置１Ｆの構成を例示した説明図である。第７実施
形態の薬液注入装置１Ｆは、第１実施形態で説明した収納部５０を備えていない。第７実
施形態の薬液注入装置１Ｆでは、術者は、コネクタ３０のワイヤ挿入口３１ｏから挿入し
たワイヤ６０を、手で（又は鉗子等の把持具を用いて）把持することにより、前進及び後
退させる。このように、薬液注入装置１Ｆの構成は種々の変更が可能であり、例えば収納
部５０など、第１実施形態で説明した構成の少なくとも一部を省略してもよい。このよう
な第７実施形態の薬液注入装置１Ｆによっても、前進したワイヤ６０の長さに応じた量の
薬液ＤＳを針部１２の先端から吐出させることができる。このため、第７実施形態の薬液
注入装置１Ｆによっても、薬液ＤＳの注入量の精密な制御ができると共に、薬液ＤＳの無
駄を抑制できる。
【００７４】
＜第８実施形態＞
　図１５は、第８実施形態の薬液注入装置１Ｇの構成を例示した説明図である。第８実施
形態の薬液注入装置１Ｇは、第１実施形態で説明した収納部５０に代えて、収納部５０Ｇ
を備えている。収納部５０Ｇは、筐体５１Ｇと、ハンドル部５２Ｇとを備えている。筐体
５１Ｇは、軸線Ｏ方向に延びる略直方体状のケースである。筐体５１Ｇの一の面には、筐
体５１Ｇの内側と外側とを連通する直線状の溝５１１が形成されている。ハンドル部５２
Ｇは、一端が筐体５１Ｇの外側に位置し、他端が筐体５１Ｇの内側に位置するように配置
されている。ハンドル部５２Ｇの他端（筐体５１Ｇの内側に配置された側の端部）は、ワ
イヤ６０の基端部を把持している。
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【００７５】
　このような収納部５０Ｇでは、術者は、ハンドル部５２Ｇを先端側に向けて（換言すれ
ば、第１の方向Ｄ１に向けて）スライドさせることによって、ワイヤ６０をルーメン１０
Ｌ内に前進させることができる。また、術者は、ハンドル部５２Ｇを基端側に向けて（換
言すれば、第２の方向Ｄ２に向けて）スライドさせることによって、ワイヤ６０をルーメ
ン１０Ｌ内から後退させることができる。
【００７６】
　このように、収納部５０Ｇの構成は種々の変更が可能であり、例えば、ワイヤ巻回部５
３や歯車５４を備えておらず、ワイヤ６０を巻き取らずに、ワイヤ６０を前進及び後退さ
せることが可能な構成とされてもよい。このような第８実施形態の薬液注入装置１Ｇにお
いても、カテーテル１０の基端部に接続され、ワイヤ６０の基端側の一部分を収納して、
ルーメン１０Ｌ内におけるワイヤ６０の前進及び後退を可能とする収納部５０Ｇを備える
（図１５）。このため、術者がワイヤ６０に直接触れることなく、ワイヤ６０を前進及び
後退させることができる。また、収納部５０Ｇは、前進したワイヤ６０の長さに応じた量
の薬液ＤＳを針部１２の先端から吐出させる。このため、薬液ＤＳの注入量の精密な制御
ができると共に、薬液ＤＳの無駄を抑制できる。
【００７７】
＜本実施形態の変形例＞
　本発明は上記の実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において
種々の態様において実施することが可能であり、例えば次のような変形も可能である。
【００７８】
　［変形例１］
　上記第１～８実施形態では、薬液注入装置１，１Ａ～１Ｇの構成の一例を示した。しか
し、薬液注入装置の構成は種々の変更が可能である。例えば、薬液注入装置は、収納部を
備えていなくてもよい。例えば、薬液注入装置は、上記実施形態で説明しなかった他の構
成要素を備えていてもよい。他の構成要素としては、例えば、薬液を注入するためのシリ
ンジ、薬液注入装置の各部を制御するための制御部等を利用できる。
【００７９】
　［変形例２］
　上記第１～８実施形態では、カテーテル１０の構成の一例を示した。しかし、カテーテ
ルの構成は種々の変更が可能である。例えば、カテーテルは、薬液用のルーメンとは異な
る別途のルーメンを備える、マルチルーメンカテーテルとして構成されてもよい。例えば
、カテーテルのルーメン内には、薬液の逆流（ワイヤ挿入口側や、薬液供給口側への移動
）を規制するための弁部材が配置されていてもよい。例えば、カテーテルは、生体管腔内
において針部の位置決めをするためのメッシュ部材を備えていてもよい。例えば、カテー
テルは、生体管腔内を流れる体液（例えば血液）の流通を阻害し、かつ、針部の位置決め
をするためのバルーン部材を備えていてもよい。
【００８０】
　例えば、軸線Ｏ方向において、コネクタの薬液供給口と、ワイヤ挿入口とは略同一の位
置に設けられていてもよい。例えば、軸線Ｏ方向において、コネクタの薬液供給口は、ワ
イヤ挿入口よりも基端側に設けられていてもよい。例えば、軸線Ｏ方向において、コネク
タの薬液供給口と、収納部にワイヤが最大限巻き取られた際のワイヤの先端とは略同一の
位置であってもよい。例えば、軸線Ｏ方向において、コネクタの薬液供給口は、収納部に
ワイヤが最大限巻き取られた際のワイヤの先端よりも基端側に設けられていてもよい。
【００８１】
　例えば、コネクタは、薬液供給口が形成された第２延伸部を備えていなくてもよい。こ
の場合、術者は、ワイヤ挿入口にシリンジを装着して薬液を充填した後、シリンジを取り
外し、同じワイヤ挿入口に収納部を装着してワイヤの操作を行えばよい。
【００８２】
　［変形例３］



(17) JP 2021-19705 A 2021.2.18

10

20

30

40

50

　上記第１～８実施形態では、収納部５０，５０Ａ～５０Ｃ，５０Ｇの構成の一例を示し
た。しかし、収納部の構成は種々の変更が可能である。例えば、収納部は、手動で回転さ
せるハンドル部に代えて、電動モータ等を用いて駆動される電動ハンドル部を備えていて
もよい。この場合、収納部はさらに、薬液の供給量（又は電動ハンドル部の回転量）を入
力するための入力部を備えていてもよい。入力部は、タッチパネルや操作ボタン等の任意
の態様で実現できる。例えば、収納部は、コネクタのワイヤ挿入口に対して、収納部を固
定する固定部材を備えていてもよい。
【００８３】
　例えば、第１歯車の基準円直径Ｌ１１、第３歯車の基準円直径Ｌ３１、ワイヤ巻回部の
外径Ｌ１２、及び第１ローラの外径Ｌ３２は任意に決定できる。第３歯車の基準円直径Ｌ
３１と、第１ローラの外径Ｌ３２との比（Ｌ３１／Ｌ３２）は、第１歯車の基準円直径Ｌ
１１と、ワイヤ巻回部の外径Ｌ１２との比（Ｌ１１／Ｌ１２）よりも小さくなくてもよい
。例えば、第１歯車と第３歯車とは、内歯及び外歯を有していなくてもよい。この場合、
第１歯車とワイヤ巻回部とは、エポキシ系接着剤などの任意の接合剤により接合されてい
てもよい。同様に、第３歯車と第１ローラとは、エポキシ系接着剤などの任意の接合剤に
より接合されていてもよい。例えば、収納部は、歯車以外の手段を用いて、ハンドル部の
回転力をワイヤ巻回部やワイヤ押出部に伝達してもよい。歯車以外の手段としては例えば
、プーリとベルト、磁力等を利用できる。
【００８４】
　［変形例４］
　上記第１～８実施形態では、ワイヤ６０，６０Ｄ，６０Ｅの構成の一例を示した。しか
し、ワイヤの構成は種々の変更が可能である。例えば、ワイヤの外径は、先端から基端に
かけて略一定でなくてもよい。この場合、ワイヤは、先端側の一部分が相対的に細径に形
成され、基端側の一部分が相対的に太径に形成されていてもよい。例えば、ワイヤの外径
は、ルーメンの内径の８０％未満であってもよい。例えば、ワイヤの横断面形状は、略円
形状でなくてもよい。
【００８５】
　［変形例５］
　第１～８実施形態の薬液注入装置の構成、及び上記変形例１～４の薬液注入装置、カテ
ーテル、収納部、ワイヤの構成は、適宜組み合わせてもよい。例えば、第１，７，８実施
形態で説明した薬液注入装置において、第５，６実施形態のいずれかで説明したワイヤを
使用してもよい。例えば、第１実施形態で説明した構成の薬液注入装置において、第２，
３，４実施形態のいずれかで説明した収納部を使用してもよい。
【００８６】
　以上、実施形態、変形例に基づき本態様について説明してきたが、上記した態様の実施
の形態は、本態様の理解を容易にするためのものであり、本態様を限定するものではない
。本態様は、その趣旨並びに特許請求の範囲を逸脱することなく、変更、改良され得ると
共に、本態様にはその等価物が含まれる。また、その技術的特徴が本明細書中に必須なも
のとして説明されていなければ、適宜、削除することができる。
【符号の説明】
【００８７】
　　１，１Ａ～１Ｇ…薬液注入装置
　　１０…カテーテル
　　１０Ｌ…ルーメン
　　１１…中空シャフト
　　１２…針部
　　３０…コネクタ
　　３１…第１延伸部
　　３１ｏ…ワイヤ挿入口
　　３２…羽根部
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　　３３…第２延伸部
　　３３ｏ…薬液供給口
　　５０，５０Ａ～５０Ｃ，５０Ｇ…収納部
　　５１，５１Ｇ…筐体
　　５２，５２Ｃ，５２Ｇ…ハンドル部
　　５３…ワイヤ巻回部
　　５４…歯車
　　５５…ワイヤ押出部
　　５６…弁部材
　　５９…被覆部
　　６０，６０Ｄ，６０Ｅ…ワイヤ
　　６１，６１Ｄ…コアシャフト
　　６２…コイル体
　　６３…先端接合部
　　６４…基端接合部
　　６５，６５Ｄ…被覆部
　　６６…コアシャフト
　　５１１…溝
　　５４１…第１歯車
　　５４２…第２歯車
　　５４３…第３歯車
　　５５１…第１ローラ
　　５５２…第２ローラ
　　５７１…第３ローラ
　　５７２…第４ローラ
　　６１１…第１細径部
　　６１２…第１テーパ部
　　６１３…第２細径部
　　６１４…第２テーパ部
　　６１５…太径部
　　６７１，６７２，６７３…肉厚部
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